
今
回
の
事
象
は
、
列
車

（
機
関
車
）
が
予
定
時
刻

よ
り
５
分
前
に
駅
に
到
着
、

線
路
沿
い
に
作
業
場
所
を

移
動
中
の
作
業
員
が
付
近

の
踏
切
の
鳴
動
に
よ
り
列

車
が
接
近
し
て
い
る
こ
と

を
認
識
、
安
全
な
場
所
に

退
避
し
し
た
た
め
「
事
な

き
」
を
得
た
と
い
う
も
の

で
し
た
。

団
体
交
渉
で
の
貨
物
列

車
含
め
た
早
着
・
早
通
に

関
わ
る
運
転
士
の
規
定
に

つ
い
て
の
会
社
回
答
は
、

「
西
日
本
会
社
で
は
所
定

運
転
で
の
運
転
だ
が
、
貨

物
会
社
は
把
握
さ
れ
て
い

な
い
」
と
い
う
も
の
で
し

た
。
交
渉
後
確
認
す
る
と

し
た
も
の
の
、
退
避
時
間

を
定
め
る
の
に
、
運
転
時

刻
の
考
え
方
に
つ
い
て
、

認
識
さ
れ
て
い
な
い
と
い

う
こ
と
自
体
、
「
会
社
の

安
全
意
識
が
薄
れ
て
い
る

の
で
は
」
と
の
懸
念
を
持

た
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

ま
た
、
事
象
発
生
後
の

関
係
各
所
へ
の
周
知
・
連

絡
も
遅
く
、
何
ら
対
策
も

な
い
ま
ま
に
同
種
作
業
が

継
続
を
さ
れ
ま
し
た
。

交
渉
の
席
で
は
「
関
係

者
で
の
情
報
共
有
の
迅
速

さ
に
課
題
が
あ
っ
た
と
認

識
し
て
い
る
」
と
し
た
も

の
の
、
事
あ
る
た
び
に

「
安
全
が
確
認
で
き
な
い

と
き
は
列
車
を
止
め
る
・

作
業
を
や
め
る
」
よ
う
警

告
を
発
し
て
い
る
に
も
拘

ら
ず
、
作
業
の
進
捗
状
況

で
も
気
に
な
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
？
と
て
も
「
人
命
優

先
」
と
は
言
え
な
い
対
応

と
言
え
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
？

ま
た
、
こ
の
度
の
事
象

を
受
け
て
、
現
在
、
列
車

通
過
３
分
前
と
な
っ
て
い

る
退
避
時
間
に
つ
い
て
、

従
前
の
５
分
前
退
避
と
す

る
よ
う
見
直
し
を
求
め
て

き
ま
し
た
が
、
「
５
分
前

で
も
リ
ス
ク
が
無
く
な
る

と
は
思
え
な
い
」
と
し
て
、

「
見
直
す
考
え
は
な
い
」

と
し
て
い
ま
す
。

起
き
た
事
象
も
そ
う
で

す
が
、
そ
の
後
の
対
応
方

に
つ
い
て
も
、
非
常
に
問

題
が
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を

得
ま
せ
ん
。
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こ
れ
で
い
い
の
？
あ
わ
や
触
車
！

２
０
２
６
年
３
月
３
１
日
、
伯
備
線
・
備
中
神
代
駅

構
内
に
て
「
あ
わ
や
触
車
」
と
い
う
不
安
全
事
象
が
発

生
、
国
労
中
国
地
方
本
部
は
「
緊
急
申
し
入
れ
」
を
行

い
、
５
月
２
５
日
、
団
体
交
渉
に
て
会
社
の
受
け
止
め

及
び
対
策
な
ど
に
つ
い
て
議
論
し
て
き
ま
し
た
。

去る６月９日、経営小委員
会において、申４号「中国統
括本部『中期経営計画』に関
する解明要求書」について、
会社と議論してきました。
特徴的な会社とのやり取り

など何点かに絞っての報告と
なります。
まずは、「働き方改革・多

様な人材が活躍できる環境」
に関する項目として、「長時
間労働の是正・年休取得率の
向上」について、会社からは
「法令順守のみならず、ワー
クエンゲージメント向上の観
点から長時間労働の是正を行
いたい」「ひいては採用競争
力の強化につながる」などの
回答がありました。人材確保
に関しても、「採用目標には
達しているが非常に厳しい状
況にある」との回答がされて
ますが、選択される企業とな
るには、今まで以上に社員へ

のライフワークバランスへの
配慮と職場環境の改善が必要
だと言えるのではないでしょ
うか。そういう意味で、課題
となるのが「「心理的に安全
な職場作り」についてです。
メンタルヘルスに不調を訴

える社員の話を耳にすること
がちょくちょくありますが、
その背景には、ハラスメント
など人間関係の悪化があるこ
とが社会的にも問題となって
います。
その点について、中国統括

本部の認識を問うたところ、
「中国統括本部内でも、年間
数件発生している」「職務上
の地位や人間関係などの職場
内の優位性を背景に、業務の
適正な範囲を超えて、精神的・
身体的苦痛を与える又は職場
環境を悪化させるような言動
を行ってはならないと考えて
いる」との回答でした。教科
書通りの回答ですが、マネー
ジメントすべき管理監督層に
ある方たちの資質や認識につ
いて会社としてどう把握し、
問題があればどのように是正
してきたのかが大事なのでは
ないでしょうか。
引き続き、会社と議論して

いこうと考えています。

マネージメント出来ていますか？

６
月
９
日
、
中
国
統
括

本
部
よ
り
「
２
０
２
６
年

に
実
施
す
る
主
な
業
務
改

善
施
策
に
つ
い
て
」
提
案

を
受
け
ま
し
た
。
新
規
施

策
と
し
て
①
指
令
所
に
お

け
る
契
約
社
員
業
務
の
見

直
し
②
車
両
関
係
で
は
、

検
修
工
事
契
約
業
務
の
見

直
し
③
建
築
・
機
械
系
等

に
お
け
る
業
務
執
行
体
制

の
見
直
し
④
電
気
関
係
の

山
陰
エ
リ
ア
に
お
け
る
設

備
管
理
体
制
の
見
直
し
の

４
点
に
つ
い
て
提
案
が
あ

り
、
継
続
施
策
と
し
て
、

①
効
率
的
な
駅
業
務
運
営

体
制
の
構
築
②
乗
務
員
関

係
で
は
、
輸
送
体
系
の
見

直
し
③
持
続
可
能
な
乗
務

員
区
所
体
制
の
見
直
し
④

車
両
関
係
と
し
て
、
業
務

区
分
の
見
直
し
等
を
踏
ま

え
た
区
所
検
修
体
制
の
見

直
し
等
で
す
。

施
策
の
提
案
に
あ
た
り
、

会
社
か
ら
は
「
生
産
年
齢

人
口
の
減
少
に
よ
っ
て
、

今
後
ま
す
ま
す
労
働
力
の

確
保
が
困
難
と
な
る
中
、

将
来
に
わ
た
り
事
業
を
維

持
・
発
展
さ
せ
て
い
く
観

点
」
か
ら
の
提
案
で
あ
る

こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
行
き
過
ぎ
た
効
率

化
は
現
場
を
疲
弊
さ
せ
、

そ
れ
こ
そ
離
職
や
採
用
競

争
力
の
低
下
に
も
繋
が
り

か
ね
な
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

現
場
で
は
、
業
務
量
を

減
ら
す
た
め
に
労
働
者
自

ら
効
率
的
な
働
き
方
を
求

め
が
ち
で
す
が
、
余
裕
が

出
来
れ
ば
、
ま
た
、
効
率

化
、
「
際
限
な
い
」
と
は

こ
の
こ
と
で
す
。

疲
弊
す
る
現
場
！
際
限
な
い
効
率
化

６
月
２
３
日
は
、
太

平
洋
戦
争
末
期
の
沖
縄

戦
の
戦
没
者
ら
を
悼
む

「
慰
霊
の
日
」
で
し
た
。

日
米
合
わ
せ
て
約
２

０
万
人
が
犠
牲
と
な
り
、

県
民
の
四
人
に
一
人
が

亡
く
な
っ
た
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

戦
時
下
で
は
、
米
軍
の

本
土
上
陸
ま
で
の
時
間

稼
ぎ
の
為
の
「
捨
て
石
」

と
さ
れ
、
今
ま
た
、
辺

野
古
基
地
建
設
を
は
じ

め
、
自
衛
隊
の
南
西
シ

フ
ト
に
よ
り
軍
備
の
増

強
が
進
む
。

本
土
で
暮
ら
す
私
た

ち
の
無
関
心
が
、
こ
う

し
た
沖
縄
の
現
状
を
許

し
て
な
い
か
。
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